
1 １３：１０～１３：４０ 地域包括ケアと地域リハビリテーションの概念 30

●地域リハびりテーションの概要
●地域包括ケアの概要
●自立支援とつながりの重要性について
●共生社会の考え方

2 １３：４０～１４：１０
山梨県地域リハビリテーション体制
（山梨県・県リハセンター・専門職団体協議会）

30
●地域リハ手引書の話
●POSバンク更新と認定制度について

3 １４：１０～１４：４０

【制度編①】
介護予防の在り方・生活支援体制整備事業について
（総合事業、地域リハ活動支援事業、一体化事業、地域ケ
ア会議など）

30 ●セラピストが関わる事業制度についての概要

１４：４０～１４：５０ 休憩 10

4 １４：５０～１５：２０
【スキル編①】
地域を捉えること（地域診断）について

30
●地域資源と実情の把握の仕方
●地域診断とは
●地域を知ることと事業のつながり

5 １５：２０～１５：５０
【スキル編②】
地域の全体像を捉えること
（単体事業ではなく、市町村事業全体を把握）

30
●市町村事業の全体を捉える重要性
●単体事業への参加から全体を捉える方法

6 １５：５０～１６：２０
【スキル編③】
これからの動向とセラピストに求められること
リハビリテーションマインド・地域支援へのプロセス

30
●これからの時代背景と地域展開について
●セラピストに求められていること

山梨県地域リハビリテーション 人材育成・認定研修日程

基礎研修編 2024年11月9日（土）受付：１２：３０～ 開会：１３：００



1 ９：４０～１０：２０ 介護予防事業について 40
●総合事業の具体的な講義
●通所C、訪問Cの事例なども含めて
●通いの場（シルバー体操・百歳体操など）

2 １０：２０～１１：００ 地域ケア会議について 40
●地域ケア会議の意味
●自立支援型地域ケア会議の内容
●ケア会議の実態（各市町村の事例紹介）

１１：００～１１：１０ 休憩

3 １１：１０～１１：５０ 個別訪問指導について(住環境も含めて・認知症の理解） 40

●個別訪問に求められること
●単発訪問の責任と求められること
●必要なスキルについて（住環境、全体評価など）
●認知症初期支援チームについて

4 １１：５０～１２：３０ 一体化事業について 40
●一体化事業の詳細
●ポピュレーションアプローチについて

１２：３０～１３：３０ 休憩

5 １３：３０～１４：１０ フレイル予防（運動・口腔・栄養・社会参加） 40

6 １４：１０～１４：５０ その他（場づくり、伴走支援について） 40
●場所と場の違いについて
●サロン活動について（社協事業との整理）
●市町村事業の伴走支援について（事例紹介）

１４：５０～１５：００ 休憩

7 １５：００～１６：３０ グループワーク 90
●実際の地域に出ている事例を共有
●地域に求められるセラピストの役割を理解
●地域で活躍する他職種の連携

グループワーク

1 １５：００～１５：０５ グループワークの目的共有と内容を説明 5 ●アイスブレイク

2 １５：０５～１６：００ クループで実践報告・課題（悩みの共有） 55
●参加者が行ってきた市町村事業支援についてグ
ループ内で報告。その中で出てきた課題や悩みを
共有

3 １６：００～１６：３０ 各自が課題をもとに活動計画を作成し発表 30
・自身が課題感じていることの解決に向けて活動
計画を作成し、発表。

応用研修編 2024年11月10日（日）受付：９：００～ 開会9：３０



フォローアップ研修編 20２５年3月８日（土）

1 １３：００～１５：００ グループワーク内活動報告　パワポにまとめて 120
●応用研修時作成した活動計画をもとにして、こ
のような活動を行ったのか、結果どうなったのか
をまとめて発表

2 １５：００～１５：３０ グループ代表者発表

3 １５：３０～１６：２０
【講義】
現時点での山梨県地域リハ展開の実績・現状・展望

●R6年度の市町村事業への支援実績
●年度の活動報告（1名～2名）

＊修了証書については後日送付
＊当日資料のパワポは事前に作成提出。認定条件
＊懇親会（希望者）

受付：１２：３０～ 開会１３：００
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